
事業の計画・内容

■ 直営 □ 指定管理 □ 民間委託等

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円） 修繕料

委託料

その他
合計（A+B)
③財源内訳 特定財源 国県支出金
（千円）

受益者負担
その他特財

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

6,907 6,986 6,986

59-2053山本　繁昌 連絡先

個別受信機修理率
(修理実施数/修理依頼数)

100

H18（目標）

目標

H19（目標）

名            称コードコード 名               称
一般会計
総務費
総務管理経費
防災費

自然災害等への十分な備えをする

01
02
01
20

会計
款
項
目

Ａ

総合評価
4
4
4

有効性
達成度

100
100

単位

2

100％ 100

2 2

1,896 1,896

目標値

回

H17 H18 H19
実績値

100

6,986 6,986
255 255

6,907
188

80 515 515

4,320 4,320 4,320

2,319

上野支所管内では無線放送してないことから、島ヶ原村当時よりお知らせ放送している内容（おくやみ、迷い犬等）についての見直しを行う。

指標設定の考え方

災害時に正常に使用できるよう年2回の定期点検を確実に
実施する。

％

目標

事業の目的の成果を測る指標

適正稼動率

H17

4必要性

災害時に必要不可欠な情報伝達手段であるため、今後も適正な維持管理をしていく必要がある。

2,587

効率性

評
価

2,666 2,666

H17 H18（予算）

0.6

H19（予算）

0.6

細目
細々目

101

災害時に正確な情報を確実に伝達することにより、迅速に避難行動
が取れるようになります。

成果（どうなるのか）

01
防災対策経費
防災関係経費

島ヶ原総務振興課担当部課名
作成者氏名

設
置
目
的

市内の類似施設

対象等（何を、誰を）

本
年
度
事
業
内
容

防災行政無線の定期点検
個別受信機の修理

伊賀市防災用行政無線の設置及び管理に関する条例運営主体

単位

（委託先：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
根拠法令・要綱等

防災行政無線の保守点検

正規職員     （人） 0.6
活動指標

施設の管理・運営

地区の住民

事業名

基本施策

192

伊賀市　事務事業評価シート

防災関係経費

15


